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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

6月の非農業部門雇用者数、前月比+22.4万人と市場予想（+16.0
万人）を上回った。

失業率は3.7％と前月から上昇
賃金は前年比+3.1％と前月から伸びは変わらず

 非農業部門雇用者数は前月比+22.4万人と市場予想（+16.0万人）
を上回った。5月分が+7.5万人から+7.2万人へと下方修正され、4月分は
+22.4万人から+21.6万人へと下方修正された。労働市場の減速が警戒
されていた中で、今回20万人を超える増加はポジティブサプライズで、市場で
は米国の利下げへの期待が後退する結果となった。

 内訳は民間部門の雇用者数が+19.1万人（5月+8.3万人）、政府部
門の雇用者数は+3.3万人（5月▲1.1万人）となった。製造業が＋1.7
万人増と今年1月以来の強い伸びとなった。

 失業率は3.7％（5月3.6％）と上昇した。失業者数が598万人（5月
589万人）と増加した一方、労働参加率は62.9％（5月62.8％）と上
昇しており、非労働力人口の減少（職を探すことで失業者に流入）が失業
率上昇の主因であり、要因は悪いものではない。

 週平均労働時間は34.4時間（5月34.4時間）。平均時給の前年比は
+3.1％（5月+3.1％）、前月比では+0.2％（5月+0.3％）。

【非農業部門雇用者数と失業率】

【非農業部門雇用者 主要業種(前月差)】
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雇用減、失業率上昇

雇用増、失業率低下

前月差、万人 19/2 19/3 19/4 19/5 19/6

建設 -2.3 1.5 3.4 0.5 2.1
耐久財製造 0.5 -0.6 0.1 0.3 1.2
非耐久財製造 0.3 0.3 0.2 0.0 0.5

製造業小計 0.8 -0.3 0.3 0.3 1.7
教育・医療 1.9 7.2 7.1 2.8 6.1
金融 0.5 1.1 1.4 0.2 0.2
娯楽 -0.1 3.2 0.9 1.8 0.8
専門サービス 5.4 1.9 5.5 2.4 5.1
うち人材派遣 0.7 -1.1 0.4 -0.0 0.4
卸売 1.3 0.0 0.8 0.7 0.0
小売 -1.4 -1.5 -1.5 -0.7 -0.6
運輸 -0.6 -0.3 0.8 0.3 2.4

サービス業小計 6.5 14.0 15.8 7.2 15.4
民間部門計 4.6 15.3 19.5 8.3 19.1
政府部門 1.0 0.0 2.1 -1.1 3.3
非農業雇用者 5.6 15.3 21.6 7.2 22.4


